
家畜管理と家畜の行動

一支部発表にみるこの12年の流れ-

1 .始めに

1980年から1991年まで，日本畜産学会北海道支

部大会で口頭発表された研究は519題ある。これ

らの発表は乳牛，肉牛を始め豚，羊，鶏，馬など

様々な家畜種を含み，さらに育種，飼養，管理か

ら畜産製造物の製造，保存に関する研究まで，そ

の範囲は広い。その中で，家畜の行動に関する知

見に基づいた管理学的研究の発表はちょうど60題

あり，全体のおよそ12%を占めている。分野の広

さを考えた時， この数字は決して小さいものでは

ない。

一方， 日本畜産学会， 日本草地学会， 日本家畜

管理研究会の大会で1980年代に口頭発表された家

畜の行動に関する研究は，犬家畜に限っても213

題 1)ある。全国規模の 3学会の家畜行動に関する

研究に対して，本支部の牛など犬家畜の行動に関

する研究発表が60題に至るという事実は，北海道

において，いかに行動学的な管理技術の発展が重

要視されているかを示唆するものであろう。

さて，家畜行動の研究をその管理技術の発展へ

つなげて行くときに， 3つの方向から整理して考

えていく必要がある。

第1点は，家畜の行動そのものについての基礎

的知見の蓄積としての研究といった面である。例

えば牛がどの様な動作のつながりで横臥行動を完

遂させるか，また同様にどの様な動作連鎖で起立

行動を行うかを知ることはストールや休息場所の

設計に不可欠な知識である。同様に，放牧地など

での牛の採食時間や反努時間を知ることは繋飼い，

放し飼いなど飼養方式にかかわらず，飼養管理技

術の基礎として重要なことである。
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このような観点は，家畜の行動研究の初期の時

代から指摘されており 2〉，特に比較的人為的制限

の緩やかな放牧家畜の行動を追究することにより，

その行動の， What， When ， Where ， How，お

よび、Whyを明かにし家畜管理技術の基礎とす

るべきであると考えられてきた。以後，家畜の行

動研究の大きな部分はこの方向から継続して行わ

れてきた。現在これらの研究は，放牧家畜の行動

研究のみならず，様々な放し飼い家畜の行動を社

会行動や空間行動を通してその構造面から追究す

る研究3)が行われたり，繋飼い家畜を使った採食

行動のさらに細かい解析oや，さらに学習能力の

検討5)や視覚，色覚や聴覚など、について行動的に

確認する研究6.7. 8・9)が行われている。

実際， この面での家畜の行動研究は管理技術の

みならず，いわゆる畜産技術の基礎であり，遺伝

学および栄養学とともに今後も畜産学の基礎学の

柱のーっとして発展して行くべき分野である。

第2点として，管理技術，すなわち管理施設や

設備の評価法としての行動研究がある。家畜が環

境として与えられた施設や設備をどの様に利用し

ているか，またその施設や設備が当初の目的通り

の管理機能を持っているか，などを検討する目的

で行われた研究である。さらには，いくつかの設

備を与え，家畜の選択行動から管理技術を評価す

る研究もこの分野に含まれる。第 1点が家畜の行

動適応の能力を明らかにする研究とすれば，この

面での研究は行動適応の実際の様相を探ろうとす

るものであり，またその適応能力を効果的に利用

しようとする研究であろう。

家畜の行動から管理しやすい施設を考案した典
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型的な研究の一つにGradin10)の研究がある。

牛の移動時の行動を詳細に観察し追込み柵を湾

曲させることが牛をより円滑に移動させうると

いった結論を得た彼女の研究は，行動を利用した

効果的な管理技術の好例であろう。そのほかに，

フリーストール式牛舎でのストールの数や飼槽の

幅を行動面から査定した研究 11)や飼養面積をど

こまで狭められるかといった研究12. 13)がある。

牛はどのような牛床構造を選ぶか 14)や牛床がど

の程度傾斜しているのを好むかといった研究 15) 

もこの範鴎に入ろう。また，コンビュータ制御の

自動給餌機での採食についての研究16)もこの分

野の研究である。

新しい分野として，異常行動の発生がある。こ

こでいう異常行動とは，薬物異常や疾病によるも

のを含まず，無意味に繰り返される行動などをい

う。この行動についてはFraserとBroom17)が

家畜福祉の問題としてまとめており，今後の家畜

生産における大きな問題d点の一つであることを指

摘している。異常行動は放牧家畜など人為的制限

の比較的緩やかな環境下ではあまり発生しないこ

とから，極端な集約的飼養環境がその原因の一つ

であると考えられている。

いずれにしても， この面での研究は実際の経営

と密接に結び付いたものであり，管理学の貴重な

一面である。大規模群飼養方式がさらに普及しつ

つある現在，このような行動面から施設を考察す

る研究はさらにその必要度を高めて行くであろう。

第3点として挙げるべき方向は，管理する人の

技術，すなわちハンドリング技術を高めるための

家畜行動の追究といった観点である。上記第2点

の施設，設備が管理と行動のハード面であるとす

るならば，この第3点はソフト面である。

しかしながら，この面での研究は多くはない。

消極的な意味では発情発見を目的とした発情行動

に関する研究があり，例えば牛などでは，Sexual 

Active Group (S A G)の発見， Mountingの

発見， Standingの確認など一連の行動と交配適

期との関係が明らかにされ，カナダなどでは普及

資料となっている 18)。しかし積極的な意味で，

例えば移動時の家畜の追い方や保定時の扱い方，

扱い自体が家畜に与える影響などを論じた研究は

ごく少ない口辛うじて，晴乳期の子牛の扱いがそ

の後の扱い易さに与える影響を調べた研究l日〉や，

子豚をいじめ区，愛撫区，無処理区に分け，その

後の生産性を調べた実験20.21.22)があるのみで

ある。管理する人間の技術はほとんどが各自の経

験に頼っているのが現状であり，事実上管理者ご

とに大きな格差が生じている面もある。教育のシ

ステムも含めてこのソフト面での管理技術は今後

検討されなければならない問題である。

以上のように家畜管理技術と家畜の行動研究の

関係を踏まえ，本稿は1980年から1991年にいたる

12年間の本支部大会の口頭発表のうち，家畜の行

動とその管理に関する研究を整理し現在までの

この分野の研究の流れを明かにしようとするもの

である。さらに，その中で現在の問題点を指摘し

今後の北海道における家畜管理技術と家畜の行動

研究の発展方向の模索を試みた。

2.支部大会の研究発表に見る行動と管理

(1980 -1991) 

1 )鶏，豚，羊

全部で60題の家畜の行動と管理に関する口頭発

表のうち，牛に関するものが56題と圧倒的に多く，

鶏は1題，豚がl題，羊は3題である。北海道に

おける養豚，養鶏産業は決して小さな規模ではな

いが，少なくともこの面では牛が主体である。養

豚，養鶏の経営現場は既に集約化が非常に高いレ

ベルに至っており，その途上での種々の問題点は

出尽くしているのかも知れない。ただし世界的

にみれば，まさにその集約的経営方式における豚

および鶏の異常行動が，特に家畜福祉といった面

から問題視され，行動研究の大きなテーマとなっ
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ている。

鶏については本支部大会での発表も異常行動を

取り上げており，滝川畜試の小関ら 23)はケージ

育成鶏のメンバ一入れ換えによる羽つつき行動を

調べている。メンバ一入れ換えは明らかに羽つつ

きを誘発したが，ケージの置き方(上段，下段〉

により差が生じ，明確には結論できなかった。鶏

のつつきについては現在までに，鶏の系統毎にそ

の出現度が異なること 2~)や，巣を作らせること

により出現頻度を減少させること 25)などが明ら

かになっているが，生産に直結する問題だけに今

後も展開すべき課題であろう。

豚の行動に関する発表も 1題である 26)。豚に

サイレージを給与したときの結果を増体のみなら

ず，採食行動からも検討したもので，大きな問題

はないという結論を得ている。行動を飼養管理技

術の評価に用いた研究である。

北海道における羊の飼養頭数は現在徐々に増加

しつつあるものの，相対的には大きな数ではない。

羊の行動と管理に関する研究発表はこの12年間で

2題であった。母子放牧における授乳，吸乳行動

を調べた研究27)と肉牛との混牧の様相を放牧行

動から追究した研究である 28)0 ラム生産にとっ

て晴乳期の子羊増体は摂取乳量に大きく影響され

るゆえ，管理面から母子の行動は重要な問題であ

る。一方，混牧は放牧地の有効利用という観点か

らは効果的な方法であろう。しかしながら，混牧

という飼養方式を積極的に論じた研究は少ない。

その点で，寒河江らの研究28)は意義深いものが

ある。彼らは結論として行動的にみて，水場の利

用を除いて，肉牛および羊の混牧には大きな問題

はないとしている。

出岡29)はその総説の中で，羊の飼養の現在の

問題点として，羊の大型化および多産化に対応し

た飼育管理法が求められていると共に，効率的な

粗飼料の利用を挙げている。特に組飼料の利用の

面で，放牧については，現在までの羊の放牧行動

に関する研究を総説した上で，さらに放牧地の草

生の変化と行動の関係を解明することが急務であ

ると指摘している。この面での一層の研究が望ま

れる。

2 )牛

牛の行動と管理に関する口頭発表は， この12年

間で56題ある。そのうち搾乳牛が24題で最も多く，

ついで肉用牛が9題，乳用去勢牛が8題，晴乳子

牛および乳用育成雌牛が各6題，乾乳牛が最も少

なく， 3題である。

晴乳子牛の行動と管理に関する研究は， 80年代

前半に行われたカーフハッチでの育成技術に関す

るものが4題を占める。これらは，カーフハッチ

での子牛の行動の記録法30)から始まり，おもに

厳寒期の子牛の採食行動および休息行動を，ハッ

チの利用行動といった観点から追究した 3I・a2)。

カーフハッチという技術は米国中西部で発達した

ものであるが，実際応用面での研究が最も盛んに

なされたのは北海道であった。ハッチは感染症の

予防に大きな効果があり，北海道の冬季気象条件

も子牛の成長に大きな影響は及ぼさない。ハッチ

自体は風を防ぐのに効果があり，子牛はこの施設

を利用していることが明かとなった。この研究は，

ただ単にハッチを利用するばかりではなく，連鎖

式ハッチといった応用型子牛飼育施設を開発し

行動面から検討した結果，連鎖式ハッチでの休息

行動が多いことを報告33)した。栄養面，衛生面，

行動面からトータルにこのカーフハッチを追究し

た技術は，外国にも例がなく，北海道が誇るべき

研究である。

晴乳子牛の成長を行動面から追究した研究とし

て，その晴好性や採食速度と生後日齢の関係34)，

反努行動の発達35)が研究されている。晴乳子牛

の成長については，従来体重や体格などの発育の

ほか，第 l胃の発達が研究されてきたが，行動の

発達といった観点からの研究は少なく，基礎的な

知見を得るためにも今後さらに行われるべき研究
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である。

乳用育成雌牛を使用した研究は6題あるが，内

3題は管理技術面での問題から追究されたもので

ある。池滝ら 36)は育成雌牛の採食，休息行動を

敷料の状態から観察し敷料が汚れると起立時間

が長くなることを示した。敷料や牛床面が家畜に

与える影響について，経験的にその重要性が指摘

されてはいるものの余り研究はされていない。こ

の研究がその端を開くものになることを期待した

し、。

育成時の飼養管理は粗飼料主体で行われる。そ

の点で，育成雌牛の放牧行動についての研究が必

要である。舎飼の育成雌牛の12時間放牧方式にお

ける採食行動を研究した報告37)は季節との関連

で知見を得ており， この研究はさらに育成雌牛の

24時間放牧方式への研究とつながっていく。育成

雌牛の群を作る場合の適切な群構成頭数について

も研究されている 38)。育成雌牛は従来，経験的

に5から 7頭を 1群にすることが好ましいとされ

てきたが，この研究によりこの構成頭数が適切な

ものであることが確かめられた。

行動と熱生産の関係が明らかになれば，行動と

管理技術に関する研究は大きく発展するであろう。

心拍数と熱生産の関係についてすでに広島大学の

グループがいくつかの研究を発表しているが，北

農試のグループも育成雌牛を用いて行動形と熱生

産について口頭発表39)を行っている。

牛の行動の基礎的知見として，育成雌牛を用い

た学習に関する研究が2題発表されている口飲水

行動を学習と結び付けたもの40)，および学習に

より牛の聴覚，最小可聴域を確かめた研究41)で

ある。いますぐ管理技術に結び付く研究ではない

が，行動の基礎的知見を蓄積するため，ぜ、ひ行っ

ておきたい研究の方向である。

去勢子牛を使用した研究では，酪農大学家畜管

理学研究室のグループが精力的に採食行動の様相

について実験を行っている。採食時の選択性を採

食量，採食速度から検討し 4Z)，また濃厚飼料と

組飼料の給与の順番が採食量に影響を与えること

を明らかにしている 43.44・45.46)。森田らは，こ

の一連の採食行動に関する実験で，採食行動は採

食パウトの連続性により 2つのタイプに分けられ

ることを指摘しそれらを統計的に証明しつつ，

給与順序による採食行動の差や混合給与と分別給

与，制限給与と無制限給与の採食行動の違いを説

明した 47)。行動連鎖を統計的に解析した家畜行

動の研究としては北海道のみならず本邦において

もこの一連の研究をもって晴矢とすべきであろう。

そのほかに去勢牛を供試動物として，飼養面積

の減少が行動に及ぼす影響48)や，カウンタース

ロープ式牛舎における傾斜牛床での牛の休息行動

についての研究49)が報告されている。管理施設

を行動面から評価しようとする研究の典型であり，

今後このような形の行動研究は一層増えていくも

のと思われる。

搾乳牛は酪農経営の主戦力であるだけに，行動

と管理についても24題と圧倒的に発表が多い。さ

らに，その内14題が採食行動に関するものであり，

搾るためにはまず食わせることが重要であると認

識されており，管理面での問題がおもに採食にあ

ることが示唆される。この12年で，飼料給与関係

では混合飼料 (TotalMixture Ration， T M 

R) ， コンビュータ制御の濃厚飼料自動給餌機お

よびロールベールサイレージなど様々な新しい技

術が開発されている。それらを経営に導入するに

当たり，行動面から評価しようとする研究が大半

である。

TMRは，実際上採食行動に変化を及ぼさない

というのが初期の見解であったが50)，佐藤ら 51)

はTMRのみならず，飼料給与回数を増やすこと

によっても採食量は増加するという結論を得た。

一般に， TMRや給与回数の増加は第l胃内の状

態を比較的一定に保つことから，採食行動に好影

響を与えるといわれている。また，特にTMRは
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牛による飼料のより好みを防ぐともされている。

しかしこの点を明確に確認した研究はないよう

だ。

ロールベールサイレージの採食行動を研究した

結果，その採食量および採食行動はいわゆる普通

のサイレージと大きく異なるものではないという

結果が得られた 52.凡なお，この報告52.)では放し

飼い運動場などで，搾乳牛にロールベールサイ

レージを自由摂取させると，分娩後日数の大きい

ものほど採食時間が長いという結果が報告された

が，これは濃厚飼料の給与量が分娩後増加しその

後順次減少することに関係すると解された。

コンビュータ制御の濃厚飼料自動給飼機に関す

る研究も多い。試験方法について2題の発表があ

るが， これらはこの機器では，従来の視覚による

行動観察によらず， コンビュータの制御機能を応

用して利用行動の記録を採集することができるた

め，そのプログラム開発に関して報告53.54)した

ものである。自動給餌機での採食行動の研究では，

この機器導入による採食行動の変化の過程を研

究55.56.57)したもののほか，牛群内の優劣順位

との関係を論じたもの等58がある。いずれの研究

もこの機器が大きな不都合なく搾乳牛の飼料給与

管理に応用できることを示している。そのほかに，

この機器を利用すれば，肉用牛と搾乳牛を同じ放

し飼し、牛舎で飼養できることに着目し，その利用

行動を報告した研究59)もある。

以上のように，現在の放し飼い方式での搾乳牛

の飼料給与にはTMRを利用し自由摂取にする方

式と，コンビュータ制御の濃厚飼料自動給餌機を

使用して組飼料は別に給与，濃厚飼料はこの機器

で個別給与にするという 2つの方式に別れた感が

ある。自動給餌機は決して安いものではないし

またコンピュータをうまく使わなければならない

という操作上の問題点もある。また， 1台当りで

給与可能な頭数も当然限界がある。一方， TMR 

はそのような問題点はないが， ミキサーフィー

ダーを導入しそれにあう飼槽を設備しなければ

ならない。また，自動給餌機では個体毎に給与量

を設定でき，群飼でありながら個別管理ができる

という利点があるが， TMRでは給与量に見合う

群を編成し群毎に飼料給与を行う必要がある。

牛群規模によっては群編成が煩わしい場合もあろ

う。さらに，泌乳期の進行にともない群を編成し

直す必要も出てくる。群構造を安定させるといっ

た行動面からこれは好ましくはない 60)0 TMR 

を採用するか， 自動給餌機を採用するかは，以上

の長所短所を考慮して各酪農経営の現場で実状に

沿って判断すべき事柄であろう。

搾乳牛の採食行動についての研究はそのほかに，

尿素添加飼料の晴好性に関する研究61)や，粗飼

料の種類ごとの岨暢回数からより採食量を高める

管理技術を考察しようとした研究62.)がある。ま

た搾乳牛の放牧については， 2題の研究が発表

されている。放牧時間について採食行動から検討

したもの63〉，ストリップ放牧についてやはり採

食時間などから検討したもの6りである。これら

の研究の結果，搾乳牛は8時間の放牧で24時間放

牧と変わらぬ採食行動を示し，ストリップ放牧で

は採食時間が短くなることが報告された。放牧地

草は，搾乳牛の給与飼料として季節的な制限はあ

るものの，栄養価および晴好性においてきわめて

高い価値をもっており，さらに他の粗飼料と比較

してTDN当りの生産費が著しく低い。ただし現

在までのところ，その利用性に大きな問題があり，

その利点を充分活用しているとはいい難い。この

面での研究が一層望まれる所である。

搾乳牛の行動と管理について，特に群といった

観点から追究した研究が3題ある。群内の先導・

後続行動に関する報告65)と，新しい群形成に関

する研究66.67)である。前者は群の行動の基礎的

な様相を報告したものであり，後者は大規模群管

理が増え始めている最近の北海道の経営現場で頻

繁に直面する問題を踏まえたものである。この研
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究により新たに搾乳牛群を作ると，子牛群同

様68)およそ 1週間以内にその群構造は安定する

ことが明らかにされた。また，安定の度合は群内

の敵対行動の内の頭突きなど物理的な行動と威嚇

など非物理的な行動の出現率の割合により推定で

きることが報告された。

搾乳牛の排池，分娩，発情，休息など各行動形

と管理技術に関する発表が7題あった。排池は飼

料給与，搾乳などが機械化されていく中で唯一管

理が充分できかねる行動である。牛に採食に来さ

せることはできるし搾乳させに来させることも

できる。しかし未だ決まった場所で排池させる

ことはできない。牛は他の家畜と異なり，糞をば

らまく家畜といわれており，放牧地などでも特に

場所を決めて排池するわけではない。放し飼いの

牛群の管理技術として排池行動の管理は最も出遅

れた分野であり，その点で排池行動の頻度，時間，

位置に関する基礎的な動作の収集69)や，排池の

前後の研究70)は，今後も展開されるべきである。

ただし難しい問題だけに容易に行える研究では

ないしまた拙速に結論を出すべきではないだろ

つ。

牛の分娩時刻が制御できるとしたら，管理技術

としてきわめて有効である。カナダの肉牛経営で

経験的に行われている飼料給与時刻による分娩時

刻の制御を追究した報告71)がなされている。こ

の研究では夜間に飼料給与することにより，約75

%の牛が日中分娩したことを報告している。一般

化して普及するためにも，さらにこの事象のWhy

について追究してもらいたいものである。

搾乳牛の管理では妊娠させることが重要な管理

上の技術であり，そのために発情牛の発見は大き

な意味をもっている。大規模群飼経営では，個体

に目が届きずらいため，ことのほか大きな問題と

なる。発'情牛の発見について後述の肉用牛を供試

牛として用いた研究72)で， rどんな行動をJ rい

つ，どれくらい見るか」という貴重な研究がなさ

れているが，搾乳牛で行われた試験ではいわゆる

マーキンク守法のーっとしてテールぺインティング

法が試され，有効な方法であることが報告されて

いる 73〉0 放し飼い搾乳牛は 1日のおよそ 3分の

lを休息行動に費やす。そこで，搾乳牛の休息行

動の様々な局面が研究されている。横臥行動と気

温との関係74)，起立横臥と体温との関係75〉，運

動場およびフリーストール内での休息行動の位置

と気象条件の関係76)が報告されている。

乾乳牛で行われた行動関係の研究は，残念なが

ら乾乳牛の管理を目的としたものではない。乾乳

牛を供試牛として，行動のリズムと体温のリズム

の関係を検討した報告77〕，乾乳牛および羊の反

努行動で飼料を評価しようとした研究78)などで

ある。泌乳牛が乾乳牛である期間が一般に 2カ月

間程度であるが，その聞の飼養方式はそれまでの

搾乳牛のそれと大きく異なる。次回の搾乳に供え

るべき乾乳期は重要な期間であり，その点で乾乳

牛自体の行動と管理に関する研究も行われるべき

であろう。

肉用牛の行動と管理に関する研究は9題有り，

興味深いことにそのうち 6題が放牧地で行われた

研究である。放牧は古い技術であるが，搾乳牛の

研究で指摘したように，より効果的な管理技術を

確立するためにはさらに研究が必要な分野である。

行動面からの追究はこの分野の新たな局面を開く

ものとして期待されている。そのような観点から，

放牧行動の基礎的な様相として肉用牛群の社会お

よび空間行動に関する報告80.81. 82)がなされて

おり，その構造性が確認された。また，放牧地の

空間行動から牛群飼養時の必要面積の試算が行わ

れた83)0

放牧管理技術そのものに対する研究も行動面か

ら行われた。牛の移動行動から牛道の形成を考察

した研究84〕，休息行動から地形を利用した牧区

の設定に関する研究85)などが報告されている。

今後さらに成果が期待される研究である。

-10一



肉用牛を供試して性行動を研究した報告が2題

ある。既に述べた発情発見の技術に関する研

究72.)と，自然交配の繁殖牛群の性行動を観察し

た報告86)である。特に前者はMountingおよび

Standingを指標とし. 1回30分 1日2回の牛群

観察で，充分群内の発情個体を発見しうることを

報告している。研究結果が具体的に管理技術に反

映した点で貴重な研究である。

肉用牛では肥育開始時に採食行動を積極的に行

うものが増体がいいといわれることもある。そこ

で，肥育開始時の採食行動と終了時の体重を比較

した研究87)がなされた。その結果，肥育開始時

の採食速度の早い個体は増体成績がいいことが示

唆され，この時点の採食行動が肥育成績予測の指

標になりうることが報告された。

3. まとめにかえて

日本畜産学会北海道支部大会での口頭発表にみ

る行動と管理に関する研究はそのほとんどが牛に

関するもので，また搾乳牛についての報告が最も

多かった。やはり酪農経営が本道の家畜産業の主

体を占めることを反映するものであろう。行動別

には採食行動に関するものが多く，その点でここ

にみる家畜行動の研究は生産と直結した管理技術

が追究されていることを示唆する。

放牧に関する行動と管理の研究が意外に少なく，

全国規模の3学会で大家畜の行動関係の発表の内，

放牧地で行われたものと畜舎で行われたものが，

およそ50%ず、つであることを考えると，土地基盤

が比較的堅固な本道においてはさらにこの分野の

研究が行われるべきではないかと考える口放牧は

多大な利点もあるが，管理面では集約化しにくい

面もあることは事実である。しかし本道の恵ま

れた自然を充分に活用した土地利用型家畜生産の

発展には放牧管理技術の確立は不可欠な要素であ

ろう。一層の研究が望まれる。

行動の基礎的な様相を解明する研究と分類され

るべき報告がいくつか行われているが，全体には

少ない。現場技術者の出席も多い支部大会といっ

た性格上，各研究者が管理技術に結び付く研究を

選択的にこの学会で発表したのかもしれない。管

理技術に行動面での知見を応用していくためには，

基礎事実を明確に提示することが必要であり，そ

のためにこのような観点からの発表も行われるべ

きだと考える。とくに放牧行動は解明されてない

部分が多く，今後さらに行われるべき所であろう。

行動と施設，設備などの管理技術の関連を検討

した報告がこの60題の大半を占めた。取り組みや

すい課題であることもあるが，施設，設備を家畜

の側にたって行動から検討しようとする姿勢は評

価されよう口

世界的に施設，設備と家畜の行動の関係を論じ

た研究は，異常行動の発生など家畜福祉といった

観点から行われる傾向にある。本支部においても

異常行動などに関する研究が，肉用牛のフィード

ロットや養豚などの分野から出てきてもおかしく

ないと思われるが，異常行動については鶏につい

て1題報告されたのみである。北海道のこの方面

の経営現場がまだそこまで極端に集約化されてな

いことを意味するのか，それとも我々が異常行動

などを管理上の問題点として考慮してないのか，

ここでは判断できない。

家畜の管理と行動に関する第3の観点であるハ

ンドリンク、、技術については，どの報告も扱ってい

ない。発情牛の管理など，牛群の観察に関する研

究はこの方向に発展していく研究であるかも知れ

ない。現場技術者の教育も含め，家畜の観察法や

扱い方に関する研究は今後行われていくべき分野

である。
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